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  日中学術交流に参加して
2019年10月８日から11月15日まで、奈文研と中国

社会科学院との間に交わされた友好共同研究議定書
にもとづき中国に滞在しました。この事業は昨年度
に再開したもので、今回が２年目となります。

滞在中は、北京の社会科学院考古研究所を拠点に、
揚州、洛陽、西安にそれぞれ１週間から10日程度滞
在し、自身の専門である瓦の調査を軸に発掘調査現
場や遺跡を訪れました。今回の滞在では、残念なが
ら中国の発掘調査に参加することはできませんでし
たが、藤原京や平城京と同時代の唐代の瓦をじっく
りと観察することができました。中国では、日本の
瓦のように瓦当や製作技法から、細かな年代を知る
ことは容易ではありません。揚州城や隋唐洛陽城、
唐長安城から出土した膨大な量の瓦を目の前にして、
中国の瓦研究の難しさを実感しました。同時に、各
地域の技法の特徴や地域性などを把握することがで
き、今後の研究につながる足がかりを得ることもで
きました。

また、11月７日には研究所主催の学術講座にて、
藤原宮の瓦について発表する機会をいただきました。
講座には所員をはじめ、北京大学の学生等も聴講に
訪れ、たくさんの質問や貴重なコメントをいただき
ました。講座の後の交流会で、達成感と安堵感とと
もに食べた北京ダックの味は忘れられません。

私は中国語がほとんど話せないので、滞在中は自
身の考えをうまく伝えることができず、そんな自分
にもどかしさを感じることもありました。しかしな
がら、研究所の皆さんは私の意思をくみ取り、でき
る限りの研究環境を整えてくださいました。この場
を借りてお礼申し上げるとともに、今後も学術交流
が継続し、発展するよう微力ながら尽力していきた
いと思います。�  （都城発掘調査部　石田 由紀子）

揚州での瓦調査の様子


	AA11581556-77-6t_1
	AA11581556-77-6t_2



